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Outlook Express 削除メールの復元をダウンロードして頂きありがとうございます。 

Outlook Express 削除メールの復元は、Outlook Express で「[削除済みアイテム]フォルダを空にする」コマ

ンドなどで。[削除済みアイテム]フォルダから削除したメールを復元するツールです。 

 このソフトウェアは、フリーソフトです。誰でも自由に使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

１． ダウンロードしたファイル（OESRCVBxxx.zip xxx はバージョン番号）をエクスプ

ロ ー ラ な ど で 解 凍 し ま す 。 ダ ウン ロ ー ド し た ファ イ ル には 、 OESRCVB 

_xxx_Setup.exe が含まれます。このファイルがセットアップファイルです。 この

ファイルをダブルクリックすることで、インストールが始まります。 

 

２． 以下の画面が表示されます。［次へ］ をクリックしてください。 

 

 

 

１．インストール方法 

【重要】 インストール、アンインストールを行うには、管理者権限が必要です。

Administrators グループのユーザーで Windows にログインしている必

要があります。 
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３． 以下の画面が表示されます。通常はそのまま ［次へ］ をクリックします。 

 

※ インストール先のフォルダを変更したい場合は、この画面で変更することができます。 

 

４． 以下の画面が表示されます。通常はそのまま ［次へ］ をクリックします。 

 

※ スタートメニューのプログラムグループ名を変更したい場合は、この画面で変更すること

ができます。 

５． 以下の画面が表示されます。通常はそのまま ［次へ］ をクリックします。 

 

※ デスクトップにアイコンを作成したい場合は、この画面で指定することができます。 

 

６． 以下の画面が表示されます。［インストール］ をクリックするとインストールが

始まります。 
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７． インストール中は、以下の画面が表示されます。 

 

 

８． インストールが完了すると、以下の画面が表示されます。［完了］ をクリックし

てください。 

 

※ 「Outlook Express 削除メールの復元 を実行する」 にチェックが入っていると、セットアッ

プ終了後本プログラムを実行します。 

 

 

 

１． ［スタート］ボタンから、［すべてのプログラム］－［Outlook Express 削除メール

の復元］－［Outlook Express 削除メールの復元 のアンインストール］を選択し

ます。 

 

※ コントロールパネルの「プログラムの追加と削除」からアンインストールすることもできます。 

 

２． 以下の画面が表示されますので、［はい］ をクリックします。 

  

 

２．アンインストール方法 
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３． アンインストール中は、以下の画面が表示されます。 

 

４． アンインストールが完了すると、以下の画面が表示されます。［OK］ をクリック

してください。 

 

 

５． アンインストール後もインストールしたフォルダ（インストール時に変更していな

ければ、“C:¥Program Files¥OESRCVB”）が、削除されずに存在します。エクス

プローラを使用して、フォルダの削除を行ってください。 

 

 

 

 Outlook Express Simple Recovery Series は、シェアウェアのメール復元ソフト「ふ

くちゃん」（バージョン２．０１版）から、メールを復元する機能の一部を切り出してフ

リーソフトにしたプログラムです。各プログラムは、以下のとおりです。 

（１） メール復元ソフト「ふくちゃん」 

 Outlook Express Simple Recovery Series の元になったプログラムです。メール復

元機能に加え、DBX ファイルのビューアの機能を持っているため、復元したメール

を Outlook Express 風の画面で直接見ることができます。 

（２） Outlook Express 消えたメールの復元 

 メール復元ソフト「ふくちゃん」（バージョン２．０１版）から、破損したファイルからメ

ールを抽出する機能を切り出したもので、破損した DBX ファイルからメールデータ

を EML ファイルに復元します。 

（３） Outlook Express 削除メールの復元（本プログラム） 

 メール復元ソフト「ふくちゃん」（バージョン２．０１版）から、削除メールの復元機能

を切り出したもので、「削除済みアイテム」フォルダから誤って削除したメールを復

元します。 

 

３．関連するプログラムについて 
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 インストール作業の３の画面で指定したフォルダに、プログラムの実行に必要なフ

ァイルがインストールされますが、それ以外に Microsoft Visual Basic6.0（以降、

VB6.0 と略す）のランタイムファイルがインストールされます。 

 

 以下に、インストールされる VB6.0 のファイルとそのバージョンを示します。 

 Microsoft Visual Basic6.0（SP6） 

ファイル名 タイムスタンプ バージョン 

MSVBVM60.DLL 2004/02/23  20:42 6.0.97.82 

VB6JP.DLL 2000/10/02  10:24 6.0.89.88 

STDOLE2.TLB 1999/06/03  10:52 2.40.4275.1 

ASYCFILT.DLL 1999/03/08  11:50 2.40.4275.1 

OLEAUT32.DLL 2000/04/12  13:00 2.40.4275.1 

OLEPRO32.DLL 1999/03/08  11:50 5.0.4275.1 

COMCAT.DLL 1999/06/01  17:20 4.71.1460.1 

Microsoft Windows Common Controls 5.0 (SP2) 

ファイル名 タイムスタンプ バージョン 

COMCTL32.OCX 2004/03/09  16:45 6.0.81.5 

CmCtlJP.dll 1998/05/05  00:00 6.0.80.22 

Microsoft Common Dialog Controls 6.0 (SP6) 

ファイル名 タイムスタンプ バージョン 

COMDLG32.OCX 2004/03/09  16:45 6.1.97.82 

CMDLGJP.DLL 1998/07/06  00:00 6.0.81.63 

※ インストール時には、これらのファイルは、バージョンがチェックされ最新のバージョンがす

で にインストールされている場合は、インストールされません。 

 

 

 

 

 インストールに関して質問等がございましたら、以下の宛先までご連絡ください。 

・ e-mail ： starfish@wish.nifty.jp 

その際、以下の項目をご確認の上ご連絡をいただきますと、より迅速な対応が可

能となります。 

・ パソコンのメーカーと機種名（型番） 

・ OS の種類とサービスパックのインストール状況 

・ プログラム名とのバージョン番号 

・ トラブルの内容 

・ 何をしているときに発生したか、その時の手順をお知らせください。 

・ エラーメッセージが表示されている場合は、その内容を正確にお知らせくだ

さい。 

 

５．このソフトウェアについてのお問合せ ４．インストールされるファイルについて 


